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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】液晶表示モジュールを均一な輝度で光照射可能
な光源装置、及びこれを備える表示装置を提供すること
。
【解決手段】光源装置は、リアベゼル１２０、光源基板
１４０、光源基板上の複数の発光ダイオード１４２、光
拡散板１７０及びスペーサ１２２を備える。光源基板１
４０は、リアベゼル上に位置し、リアベゼル内に収容さ
れる。光拡散板１７０は、複数の発光ダイオード上に位
置し、リアベゼル内に収容され、光源基板１４０から離
隔する。スペーサ１２２は、リアベゼル内に収容され、
光拡散板１７０の底面と接する。光源基板１４０の上面
のうち、複数の発光ダイオード１４２と重なる領域はス
ペーサ１２２から露出する。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　収納体と、
　前記収納体上に位置し、前記収納体内に収容される光源基板と、
　前記光源基板上の複数の無機発光素子と、
　前記複数の無機発光素子上に位置し、前記収納体内に収容され、前記光源基板から離隔
する光学シートと、及び
　前記収納体内に収容され、前記光学シートの底面と接するスペーサと、
　を備え、
　前記光源基板の上面のうち前記複数の無機発光素子と重なる領域は、前記スペーサと重
畳しない、光源装置。
【請求項２】
　前記スペーサは前記光源基板を囲む、請求項１に記載の光源装置。
【請求項３】
　前記スペーサは前記複数の無機発光素子を囲む、請求項１に記載の光源装置。
【請求項４】
　前記スペーサは前記光源基板と平面視で重なる、請求項１に記載の光源装置。
【請求項５】
　前記複数の無機発光素子を覆い、前記光源基板と接するオーバーコートをさらに有し、
　前記スペーサは前記オーバーコートと接する、請求項１に記載の光源装置。
【請求項６】
　前記スペーサは前記収納体の側板と接する、請求項１に記載の光源装置。
【請求項７】
　前記収納体は、互いに対向する第１の側板及び第２の側板を有し、
　一対の前記スペーサは、前記第１の側板及び第２の側板それぞれに沿って延伸する、請
求項１に記載の光源装置。
【請求項８】
　前記収納体は、互いに対向する第３の側板と第４の側板を有し、
　別の一対の前記スペーサは、前記第３の側板及び第４の側板それぞれに沿って延伸し、
　前記一対のスペーサが延伸する方向と前記別の一対のスペーサが延伸する方向が直交す
る、請求項７に記載の光源装置。
【請求項９】
　少なくとも３つの前記スペーサを有する、請求項１に記載の光源装置。
【請求項１０】
　前記スペーサは、前記光学シートと接するステップを有する、請求項１に記載の光源装
置。
【請求項１１】
　前記スペーサは、
　　第１の支持層と、及び
　　前記第１の支持層上に位置し、前記第１の支持層と接する第２の支持層と、
　　を有し、
　前記第１の支持層及び前記第２の支持層はそれぞれ、互いに異なる第１の材料及び第２
の材料を含む、請求項１に記載の光源装置。
【請求項１２】
　前記スペーサは下部及び上部を有し、
　前記光学シートは複数の凹部又は複数の貫通孔を備え、
　前記スペーサの上部は、複数の貫通孔のそれぞれの前記凹部又は前記貫通孔内に位置す
る、請求項１に記載の光源装置。
【請求項１３】
　前記収納体は、互いに対向する第１の側板及び第２の側板を有し、
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　一対の前記スペーサは、前記第１の側板及び第２の側板にそれぞれに沿って延伸し、
　前記光学シートは一対の溝を有し、
　前記一対のスペーサはそれぞれ、対応する前記溝内に少なくとも一部が位置する、請求
項１に記載の光源装置。
【請求項１４】
　収納体と、
　前記収納体上に位置し、前記収納体内に収容される光源基板と、
　前記光源基板上の複数の無機発光素子と、及び
　前記複数の無機発光素子上に位置し、前記収納体内に収容される光学シートと、
　を備え、
　前記光学シートは、前記複数の無機発光素子と重なる平坦部、及び前記平坦部を挟む一
対の側板を有し、
　前記一対の側板は前記光源基板の方向へ屈曲している、光源装置。
【請求項１５】
　前記一対の側板は前記収納体と接する、請求項１４に記載の光源装置。
【請求項１６】
　前記一対の側板は前記光源基板と重なる、請求項１４に記載の光源装置。
【請求項１７】
　収納体と、
　前記収納体上に位置し、前記収納体内に収容される光源基板と、
　前記光源基板上の複数の無機発光素子と、及び
　前記複数の無機発光素子上に位置し、前記収納体内に収容される光学シートと
　を備え、
　前記光学シートは、前記複数の無機発光素子と重なる凹部と、前記凹部を囲む側板を有
する、光源装置。
【請求項１８】
　前記側板は前記収納体と接する、請求項１７に記載の光源装置。
【請求項１９】
　前記光源基板は前記光学シートの前記凹部に収容される、請求項１７に記載の光源装置
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光源装置、及び光源装置を備える表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在最も汎用されている表示装置の１つとして液晶表示装置が挙げられる。液晶表示装
置は、光源装置（バックライト）、光源装置上に配置される液晶表示モジュールを基本構
成として有している。例えば特許文献１から３では、複数の発光ダイオードを有する光源
装置が液晶表示モジュールと重畳する表示装置が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１３－１４３２４０号公報
【特許文献２】特開２０１７－１７３７８５号公報
【特許文献３】特開２０１２－１０４７３１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明に係る実施形態の１つは、液晶表示モジュールを均一な輝度で光照射可能な光源
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装置、及び当該光源装置を備える表示装置を提供することを課題の１つとする。あるいは
実施形態の１つは、額縁領域が狭く、デザイン性の高い表示装置を提供することを課題の
１つとする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の実施形態の１つによれば、収納体と、前記収納体上に位置し、前記収納体内に
収容される光源基板と、前記光源基板上の複数の無機発光素子と、前記複数の無機発光素
子上に位置し、前記収納体内に収容され、前記光源基板から離隔する光学シートと、及び
、前記収納体内に収容され、前記光学シートの底面と接するスペーサと、を備え、前記光
源基板の上面のうち前記複数の無機発光素子と重なる領域は、前記スペーサと重畳しない
、光源装置が提供される。
【０００６】
　本発明の実施形態の１つによれば、収納体と、前記収納体上に位置し、前記収納体内に
収容される光源基板と、前記光源基板上の複数の無機発光素子と、及び、前記複数の無機
発光素子上に位置し、前記収納体内に収容される光学シートと、を備え、前記光学シート
は、前記複数の無機発光素子と重なる平坦部、及び前記平坦部を挟む一対の側板を有し、
前記一対の側板は前記光源基板の方向へ屈曲している、光源装置が提供される。
【０００７】
　本発明の実施形態の１つによれば、収納体と、前記収納体上に位置し、前記収納体内に
収容される光源基板と、前記光源基板上の複数の無機発光素子と、及び、前記複数の無機
発光素子上に位置し、前記収納体内に収容される光学シートとを備え、前記光学シートは
、前記複数の無機発光素子と重なる凹部と、前記凹部を囲む側板を有する、光源装置が提
供される。
【０００８】
　本発明の実施形態の１つによれば、光源装置、及び光源装置上の液晶表示モジュールを
備える表示装置であって、前記光源装置は、収納体と、前記収納体上に位置し、前記収納
体内に収容される光源基板と、前記光源基板上の複数の無機発光素子と、前記複数の無機
発光素子上に位置し、前記収納体内に収容され、前記光源基板から離隔する光学シートと
、及び、前記収納体内に収容され、前記光学シートの底面と接するスペーサと、を備え、
前記光源基板の上面のうち前記複数の無機発光素子と重なる領域は、前記スペーサと重畳
しない、表示装置が提供される。
【０００９】
　本発明の実施形態の１つによれば、光源装置、及び光源装置上の液晶表示モジュールを
備える表示装置であって、前記光源装置は、収納体と、前記収納体上に位置し、前記収納
体内に収容される光源基板と、前記光源基板上の複数の無機発光素子と、及び、前記複数
の無機発光素子上に位置し、前記収納体内に収容される光学シートと、を備え、前記光学
シートは、前記複数の無機発光素子と重なる平坦部、及び前記平坦部を挟む一対の側板を
有し、前記一対の側板は前記光源基板の方向へ屈曲している、表示装置が提供される。
【００１０】
　本発明の実施形態の１つによれば、光源装置、及び光源装置上の液晶表示モジュールを
備える表示装置であって、前記光源装置は、収納体と、前記収納体上に位置し、前記収納
体内に収容される光源基板と、前記光源基板上の複数の無機発光素子と、及び、前記複数
の無機発光素子上に位置し、前記収納体内に収容される光学シートとを備え、前記光学シ
ートは、前記複数の無機発光素子と重なる凹部と、前記凹部を囲む側板を有する、表示装
置が提供される。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の一実施形態に係る表示装置の模式的展開図。
【図２】本発明の一実施形態に係る光源装置の模式的展開図。
【図３】本発明の一実施形態に係る光源装置の模式的断面図。
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【図４】本発明の一実施形態に係る光源装置の模式的展開図と上面図。
【図５】本発明の一実施形態に係る光源装置の模式的断面図。
【図６】本発明の一実施形態に係る光源装置の模式的断面図。
【図７】本発明の一実施形態に係る光源装置の模式的上面図。
【図８】本発明の一実施形態に係る光源装置の模式的上面図。
【図９】本発明の一実施形態に係る光源装置の模式的断面図。
【図１０】本発明の一実施形態に係る光源装置の模式的断面図。
【図１１】本発明の一実施形態に係る光源装置の模式的展開図と上面図。
【図１２】本発明の一実施形態に係る光源装置の模式的斜視図と断面図。
【図１３】本発明の一実施形態に係る光源装置の模式的上面図と断面図。
【図１４】本発明の一実施形態に係る光源装置の模式的上面図と断面図。
【図１５】本発明の一実施形態に係る光源装置の模式的上面図と断面図。
【図１６】本発明の一実施形態に係る光源装置の模式的展開図、及び光拡散板の模式的斜
視図。
【図１７】本発明の一実施形態に係る光源装置の模式的展開図と上面図。
【図１８】本発明の一実施形態に係る光源装置の模式的断面図。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明の各実施形態について、図面等を参照しつつ説明する。但し、本発明は、
その要旨を逸脱しない範囲において様々な態様で実施することができ、以下に例示する実
施形態の記載内容に限定して解釈されるものではない。
【００１３】
　図面は、説明をより明確にするため、実際の態様に比べ、各部の幅、厚さ、形状等につ
いて模式的に表される場合があるが、あくまで一例であって、本発明の解釈を限定するも
のではない。本明細書と各図において、既出の図に関して説明したものと同様の機能を備
えた要素には、同一の符号を付して、重複する説明を省略することがある。
【００１４】
　本明細書及び請求項において、ある構造体の上に他の構造体を配置する態様を表現する
にあたり、単に「上に」と表記する場合、特に断りの無い限りは、ある構造体に接するよ
うに、直上に他の構造体を配置する場合と、ある構造体の上方に、さらに別の構造体を介
して他の構造体を配置する場合との両方を含むものとする。
【００１５】
　本明細書及び請求項において、「ある構造体が他の構造体から露出するという」という
表現は、ある構造体の一部が他の構造体によって直接または間接的に覆われていない態様
を意味し、他の構造体によって覆われていないこの部分は、さらに別の構造体によって直
接または間接的に覆われる態様も含む。
【００１６】
　本明細書及び請求項において、複数の要素が一体化されるとは、複数の要素は互いに厚
さや形状、方向などが異なり異なる機能を有するが、これらは一つの部材から形成される
ことを意味する。したがって一体化された複数の要素は、互いに同一の材料を含み、同一
の組成を有する。
【００１７】
＜第１実施形態＞
　本実施形態では、本発明の実施形態の１つに係る光源装置１１０、及び光源装置１１０
を備える表示装置１００について説明する。
【００１８】
１．全体構成
　図１は、表示装置１００の全体構成を示す模式的な展開図である。一例では、第１方向
ＤＸ、第２方向ＤＹ、及び、第３方向ＤＺは、互いに直交しているが、９０度以外の角度
で交差していてもよい。第１方向ＤＸ及び第２方向ＤＹは、表示装置１００を構成する基
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板の主面と平行な方向に相当し、第３方向ＤＺは、表示装置１００の厚さ方向に相当する
。本実施形態においては、第１方向ＤＸ及び第２方向ＤＹで規定されるＤＸ－ＤＹ平面を
見ることを平面視とする。また第３方向ＤＺを含む平面、例えばＤＸ－ＤＺ平面又はＤＹ
－ＤＺ平面を見ることを、断面視とする。
【００１９】
　表示装置１００は、光源装置１１０、及び光源装置１１０と重畳する液晶表示モジュー
ル２００を有する。更に表示装置１００は、液晶表示モジュール２００上にタッチセンサ
２２０を備えてもよい。
【００２０】
　本実施形態においては、光源装置１１０から液晶表示モジュール２００に向かう方向を
上又は上方と定義し、液晶表示モジュール２００から光源装置１１０に向かう方向を下又
は下方と定義する。
【００２１】
　液晶表示モジュール２００は、第１基板２０２、第１基板２０２に対向する第２基板２
１４、第１基板２０２と第２基板２１４を挟持する一対の偏光板２１６、２１８、及び、
第１基板２０２と第２基板２１４の間に挟持される液晶層（図示しない）を有する。第１
基板２０２は、複数の画素２０４、画素２０４を駆動するための駆動回路（走査線駆動回
路２０８、信号線駆動回路２１０）、複数の端子２１２を有する。画素２０４、当該駆動
回路、端子２１２は、導電膜、絶縁膜、半導体膜等の積層体を有する。液晶表示モジュー
ル２００は、複数の画素２０４を含む表示領域２０６、及び、表示領域２０６以外の領域
である額縁領域を有する。
【００２２】
　偏光板２１６、２１８は、表示領域２０６と重畳して配置される。液晶表示モジュール
２００には、端子２１２を介して外部回路（図示しない）から映像信号を含む種々の信号
、及び電源が供給されるこれらの信号や電源により、駆動回路が動作する。駆動回路が画
素２０４を制御することによって、画素２０４上の液晶層に含まれる液晶分子の配向が制
御される。光源装置１１０から出射された光が液晶表示モジュール２００に入射し、入射
した光が画素２０４ごとに制御され、画像が表示される。
【００２３】
　タッチセンサ２２０は、表示領域２０６と重畳して配置される。タッチセンサ２２０の
として、例えば図１に示す相互容量方式（ミューチャル）の静電容量方式タッチセンサを
用いることができる。タッチセンサ２２０は、第１方向ＤＸに延在する複数の第１タッチ
電極２２２、第１タッチ電極と交差する複数の第２タッチ電極２２４、及びこれらを互い
に電気的に絶縁する絶縁膜（図示しない）を有する。第１タッチ電極２２２及び第２タッ
チ電極２２４間に静電容量が形成され、物体、例えばユーザが指などでタッチセンサ２２
０をタッチした際に、静電容量が変化する。静電容量変化を検出することでタッチの有無
を判断し、かつ、物体の位置（座標）を特定することができる。これによりユーザは種々
の命令をタッチセンサ２２０に対して入力することができる。なお本明細書において、タ
ッチとは物体が接触することだけでなく近接することも含む。なお、図１では光源装置１
１０や液晶表示モジュール２００、タッチセンサ２２０は離隔するように描かれているが
、これらは互いに接着層や筐体などを用いて固定される。なお本実施形態のタッチセンサ
２２０として、相互容量方式（ミューチャル）のタッチセンサについて説明したが、これ
に限定されない。タッチセンサ２２０として、自己容量方式（セルフ）のタッチセンサを
用いてもよい。
【００２４】
　さらに本実施形態のタッチセンサ２２０は、液晶表示モジュール２００とは別に設ける
、いわゆるアウトセル型タッチセンサであるが、これに限定されない。タッチセンサ２２
０は、液晶表示モジュール２００と一体化されたタッチセンサ、所謂インセル型タッチパ
ネルでもよい。インセル型タッチパネルの場合は、液晶表示モジュール２００に含まれる
電極や配線が、タッチ電極として機能する。
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【００２５】
　なお図１では、液晶表示モジュール２００及びタッチセンサ２２０は、第１方向ＤＸの
長さが第２方向ＤＹの長さより長い、所謂ランドスケールの例を示したが、これに限定さ
れない。液晶表示モジュール２００及びタッチセンサ２２０は、第２方向ＤＹの長さが第
１方向ＤＸの長さが長い、所謂ポートレートであってもよい。
【００２６】
２．光源装置
　図２に光源装置１１０の模式的な展開図を示す。光源装置１１０は、リアベゼル１２０
、及びリアベゼル１２０と嵌合するフロントカバー１８０を有する。リアベゼル１２０及
びフロントカバー１８０の間に、光源基板１４０、光源基板１４０上の光学シートが配置
される。光学シートには、光拡散板１７０、光拡散板１７０上のプリズムシート１７４、
及びプリズムシート１７４上の偏光シート１７６が含まれる。光源基板１４０上には、複
数の無機発光素子１４２が配置される。更に光学シートは、光拡散板１７０とプリズムシ
ート１７４の間に波長変換膜１７２を有してもよい。図２では示されないが、波長変換膜
１７２を光拡散板１７０とプリズムシート１７４の間に設けず、光源基板１４０と光拡散
板１７０の間に設けてもよい。
【００２７】
２－１．リアベゼルとフロントカバー
　リアベゼル１２０は、光源装置１１０を構成する光源基板１４０や光学シート（光拡散
板１７０、プリズムシート１７４、偏光シート１７６、波長変換膜１７２等）を収容する
収納体として機能する。リアベゼル１２０は側板１２０ａから１２０ｄを備え、互いに対
向する一対の側板（例えば側板１２０ａと１２０ｂの対、あるいは側板１２０ｃと１２０
ｄの対）とこれらの間に位置する底板を有する。底板は側板１２０aから１２０ｄと一体
化されている。側板１２０ａから１２０ｄは底板の上面に対して垂直に配置することが好
ましい。これにより、無機発光素子１４２からの光を効率よく利用して液晶表示モジュー
ル２００に供給することができる。リアベゼル１２０がフロントカバー１８０と嵌合する
ことにより、光源基板１４０や、光学シート（光拡散板１７０、プリズムシート１７４、
偏光シート１７６、波長変換膜１７２等）が固定される。リアベゼル１２０には１つ、あ
るいは複数の開口１２０ｅが設けられる。光源基板１４０と外部回路は、開口１２０ｅを
介して設けられるフレキシブルプリント回路基板（ＦＰＣ）等により電気的に接続される
。
【００２８】
　リアベゼル１２０とフロントカバー１８０は、アルミニウムや銅、ステンレスなどの金
属を含む。リアベゼル１２０は、例えば厚さが１ｍｍ以上３ｍｍ以下あるいは１ｍｍ以上
２ｍｍ以下の金属プレートを切削加工、プレス加工して形成することができる。フロント
カバー１８０の厚さは、リアベゼル１２０の厚さと異なってもよい。フロントカバー１８
０は、例えば０．１ｍｍ以上１ｍｍ以下あるいは０．１ｍｍ以上０．５ｍｍ以下、０．１
ｍｍ以上０．４ｍｍ以下の金属板を切削加工、プレス加工して形成してもよい。
【００２９】
　なお、リアベゼル１２０の底板は必ずしも平坦な形状を有する必要は無く、曲面形状を
有していてもよい。この場合、光源基板１４０や光拡散板１７０、プリズムシート１７４
等もこの曲面形状に合致するように配置される。
【００３０】
２－２．光源基板と無機発光素子
　光源装置１１０の一部の模式的断面図を図３に示す。上述したように光源基板１４０は
リアベゼル１２０内に収容される。光源基板１４０はリアベゼル１２０と接していてもよ
い。
【００３１】
　複数の無機発光素子１４２は、光源基板１４０の上に配置され、表示領域２０６と重な
る。無機発光素子１４２は、例えば格子状に配置する。隣接する無機発光素子１４２のピ
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ッチは、表示装置１００の大きさによって任意に設定することができる。隣接する無機発
光素子１４２間のピッチは、例えば１ｍｍ以上２０ｍｍ以下、３ｍｍ以上１５ｍｍ以下、
あるいは５ｍｍ以上１０ｍｍ以下の範囲から選択すればよい。表示領域２０６にわたって
均一な輝度の光を供給するため、複数の無機発光素子１４２は均等なピッチで配置される
ことが好ましい。
【００３２】
　無機発光素子１４２は、窒化ガリウム、インジウムを含む窒化ガリウムなどの無機発光
体を一対の電極で挟持した発光ダイオード、及び当該発光ダイオードを保護する保護膜を
有する発光素子である。無機発光素子１４２は、電界発光（Ｅｌｅｃｔｒｏｌｕｍｉｎｅ
ｓｃｅｎｃｅ）によって発光するように構成される。無機発光体としては、例えば４００
ｎｍから５３０ｎｍの間に発光ピークを与える無機化合物を選択することができる。無機
発光素子１４２では、青色の発光が保護膜を介して取り出される。あるいは保護膜中に、
無機発光体からの光を変換する色変換材料を分散させた発光ダイオードを用いてもよい。
当該発光ダイオードは、無機発光体からの光と、色変換材料により変換された光が混合さ
れ、白色光を発光する。色変換材料として、緑から赤色の領域の蛍光、例えば黄色の蛍光
を発する蛍光材料を用いればよい。この場合には、波長変換膜１７２を設けず、光拡散板
１７０とプリズムシート１７４が互いに接するように配置することができる。
【００３３】
　各無機発光素子１４２の大きさに制約はなく、例えばそれぞれの占有面積が１．０×１
０4μｍ2以上１．０×１０6μｍ2以下、４．０×１０4μｍ2以上５．０×１０5μｍ2以下
、あるいは９．０×１０4μｍ2以上２．５×１０5μｍ2以下の発光ダイオードを用いるこ
とができる。一例として大きさが３２０μｍ×３００μｍ程度の所謂マイクロＬＥＤを無
機発光素子１４２として用いることができる。
【００３４】
　光源装置１１０はさらに、無機発光素子１４２を覆うようにオーバーコート１４４を有
してもよい。オーバーコート１４４は光源基板１４０と接してもよい。オーバーコート１
４４は無機発光素子１４２を保護し、光源基板１４０から分離することを防ぐ機能を有す
るとともに、無機発光素子１４２に起因する凹凸を吸収して平坦な表面を与える。また、
無機発光素子１４２は比較的指向性の高い光を与えるが、オーバーコート１４４により無
機発光素子１４２からの光を広げる、あるいは拡散させることができる。
【００３５】
　オーバーコート１４４は可視光領域の透過率が高いことが好ましい。オーバーコート１
４４は、例えばアクリル系樹脂やポリカーボネート、あるいはポリエチレンテレフタレー
トなどのポリエステルに例示される高分子材料、あるいは酸化ケイ素などのケイ素含有無
機化合物などを含む。オーバーコート１４４の厚さは、無機発光素子１４２を覆う程度の
厚さが好ましい。オーバーコート１４４の厚さは、例えば２００μｍ以上１ｍｍ以下、４
００μｍ以上１ｍｍ以下、あるいは５００μｍ以上８００μｍ以下の範囲から選択すれば
よい。
【００３６】
２－３．光拡散板
　光拡散板１７０は、無機発光素子１４２からの光を拡散し、均一な発光面を与える。光
拡散板１７０の厚さは、例えば０．５ｍｍ以上２ｍｍ以下、あるいは０．７５ｍｍ以上１
．５ｍｍ以下の範囲から選択することができる。光拡散板１７０を配置することで指向性
の高い無機発光素子１４２からの光が効果的に拡散され、光拡散板１７０が配置される面
内における輝度の分布が低下する。その結果、プリズムシート１７４や波長変換膜１７２
に対して均一な輝度で光を提供することができる。
【００３７】
　光拡散板１７０は、無機発光素子１４２から離隔して配置される。具体的には、光源基
板１４０の上面（ＤＸ－ＤＺ平面のうち液晶表示モジュール２００により近い面）から光
拡散板１７０の底面（ＤＸ－ＤＺ平面のうち液晶表示モジュール２００により遠い面）ま
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での距離（光学距離とも呼ばれる）は、１ｍｍ以上３ｍｍ以下、あるいは１．５ｍｍ以上
２．５ｍｍ以下とする。従って、光拡散板１７０と無機発光素子１４２、あるいは光拡散
板１７０とオーバーコート１４４は、直接接しない。光拡散板１７０と無機発光素子１４
２を離隔させるための構造については後述する。
【００３８】
２－４．波長変換膜
　波長変換膜１７２は、無機発光素子１４２から出射し、光拡散板１７０で拡散された光
の波長を変換して白色光を生成する機能を有する膜であり、高分子材料中に蛍光体が分散
した構造を有する。蛍光体は、無機発光素子１４２から射出される青色の光を吸収し、緑
から赤色の領域の蛍光、例えば黄色の蛍光を発する蛍光物質を含む。蛍光物質としては、
上述した色変換材料を用いればよい。あるいは、蛍光体に替わり、粒径が数ｎｍから数十
ｎｍの量子ドットを用いてもよい。
【００３９】
　波長変換膜１７２は、別途作製した１つの独立膜として光拡散板１７０の上、あるいは
下に配置してもよく、あるいは上述した及び蛍光体または量子ドットを含む分散液を光拡
散板１７０の上または下に塗布し、その後硬化することで形成してもよい。
【００４０】
２－５．プリズムシート
　プリズムシート１７４は、光拡散板１７０や波長変換膜１７２を通過した後の光を上方
向へ効率よく出射させるための光学フィルムであり、表面に複数のプリズム形状が平行に
配置された構造を有する。
【００４１】
２－６．偏光シート
　偏光シート１７６は、例えば異方性反射偏光子である。より具体的には、偏光シート１
７６は、円偏光又は楕円偏光で偏光シートの透過軸と一致しない光を、偏光シート１７６
内に形成されている多層膜により反射させ、反射成分を繰り返し回収する。光を効率よく
反射することで光の損失を防ぎ、出射光の輝度向上が図れる。また、偏光シート１７６を
設けることで、無機発光素子から出射する指向性の高い光を拡散するという効果を奏する
。
【００４２】
２－７．スペーサ
　図４（Ａ）にそれぞれリアベゼル１２０、光源基板１４０、及び光拡散板１７０を含む
模式的展開図と上面図を、図４（Ｂ）にリアベゼル１２０と無機発光素子１４２の上面図
示す。図４（Ｂ）では光源基板１４０と光拡散板１７０は図示されていない。上述したよ
うに光源装置１１０では、光拡散板１７０は無機発光素子１４２から離隔するように配置
され、このための構造としてスペーサ１２２がリアベゼル１２０内に配置される。なお他
の光学シート、例えば波長変換膜が無機発光素子１４２に一番近傍に配置される場合は、
下記の説明は光拡散板１７０を波長変換膜１７２に置き換えて読めばよい。
【００４３】
（１）スペーサと無機発光素子との位置関係
　スペーサ１２２は光拡散板１７０の下に設けられ、スペーサ１２２の少なくとも一部が
平面視で光拡散板１７０と重なる。スペーサ１２２は光源基板１４０の下では無機発光素
子１４２と重なってもよいが、光源基板１４０の上では無機発光素子１４２と重ならない
ように配置されることが好ましい。より具体的には、図４（Ｂ）に示すように、光源基板
１４０の上面のうち複数の無機発光素子１４２と重なる領域を領域１４２ａと定義すると
、領域１４２ａがスペーサ１２２と重畳しないよう、スペーサ１２２と光源基板１４０は
リアベゼル１２０内に配置される。換言すると、スペーサ１２２は、光源基板１４０上面
のうち無機発光素子１４２が設けられない領域に配置される。このようにスペーサ１２２
を配置することで、無機発光素子１４２からの光がスペーサ１２２によって遮られること
なく、光拡散板１７０へ入射する。
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【００４４】
（２）スペーサの形状と配置
　スペーサ１２２の形状や配置の例を図４（Ａ）乃至図１０（Ｂ）を用いて説明する。図
５（Ａ）乃至図５（Ｃ）は図４（Ｂ）の鎖線Ａ－Ａ´に沿った断面の模式図である。図５
（Ａ）乃至図５（Ｃ）では見やすさを考慮し、無機発光素子１４２やオーバーコート１４
４は図示しない。図６（Ａ）乃至図６（Ｃ）、図９（Ａ）乃至図９（Ｃ）は図５（Ａ）に
おける領域１３０の拡大図である。図７（Ａ）乃至図８はリアベゼル１２０とスペーサ１
２２の上面模式図である。
【００４５】
　例えば図４（Ａ）乃至図５（Ａ）に示すように、スペーサ１２２は光源基板１４０の上
面と平行な面において閉じた形状を有し、平面視で複数の無機発光素子１４２を囲むよう
に配置する。一例として液晶表示モジュール２００の第１基板２０２が四角形の場合、リ
アベゼル１２０やこれに収容される光源基板１４０なども四角形の形状を有するため、ス
ペーサ１２２は複数の直線部を有し、当該直線部がリアベゼル１２０の側板１２０ａから
１２０ｄに沿うように配置される。
【００４６】
　スペーサ１２２はリアベゼル１２０の側板１２０ａから１２０ｄのすべて、あるいは一
部と接するように配置することができる（図５（Ａ））。スペーサ１２２はさらに、リア
ベゼル１２０の底板の上面と接するように配置してもよい（図５（Ａ））。この場合、ス
ペーサ１２２と光源基板１４０は重ならず、光源基板１４０はスペーサ１２２によって囲
まれる。光源基板１４０は、図示しない接着剤や両面テープなどを利用してリアベゼル１
２０の底板の上面に固定される。
【００４７】
　図５（Ａ）では、スペーサ１２２は光拡散板１７０の底面と接するが、上述したように
、光拡散板１７０と光源基板１４０の間に波長変換膜１７２を配置することも可能である
。この場合には、スペーサ１２２は波長変換膜１７２の底面と接するように配置される（
図５（Ｂ））。波長変換膜１７２を設けない場合には、プリズムシート１７４の底面が光
拡散板１７０と接するように配置される（図５（Ｃ））。
【００４８】
　図６（Ａ）は領域１３０の拡大図である。図６（Ａ）に示すように、光源基板１４０が
スペーサ１２２と重ならない場合には、スペーサ１２２の厚さは光源基板１４０の厚さよ
りも厚いほうが好ましい。例えばスペーサ１２２の厚さｔ1と光源基板１４０の厚さとの
差Δｔ1は、１ｍｍ以上３ｍｍ以下、あるいは１．５ｍｍ以上２．５ｍｍ以下の範囲であ
る。光学シート（図６（Ａ）では光拡散板１７０）の底面と光源基板１４０の上面の間隔
は、差Δｔ1に等しい距離で保持される。
【００４９】
　スペーサ１２２は必ずしもリアベゼル１２０の側板１２０a乃至１２０ｄの全てと接す
る必要は無く、一部、あるいは全ての側板から離隔してもよい。スペーサ１２２をリアベ
ゼル１２０の全ての側板１２０a乃至１２０ｄから離隔した例を、図６（Ｂ）に示す。あ
るいはスペーサ１２２は、光源基板１４０、あるいはその上に設けられるオーバーコート
１４４と接するよう、光源基板１４０と重なるように設けてもよい（図６（Ｃ））。図６
（Ｃ）の構成に加えて、光源基板１４０はリアベゼル１２０の側板１２０ａから１２０ｄ
の全て、あるいは一部と接してもよい（図６（Ｄ））。オーバーコート１４４を設ける場
合、オーバーコート１４４の厚さとスペーサ１２２の厚さｔ1の和は１ｍｍ以上３ｍｍ以
下、あるいは１．５ｍｍ以上２．５ｍｍ以下とする。オーバーコート１４４を設けない場
合には、スペーサ１２２の厚さｔ1は１ｍｍ以上３ｍｍ以下、あるいは１．５ｍｍ以上２
．５ｍｍ以下とする。スペーサ１２２の厚さｔ1が、光拡散板１７０の底面と光源基板１
４０の上面間の距離となる。
【００５０】
　あるいは図７（Ａ）に示すように、スペーサ１２２として互いに分離し、対向する一対
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の直線状ロッド１２２ａ及び１２２ｂ（第１の直線状ロッド１２２ａ及び１２２ｂ）を設
けてもよい。一対の直線状ロッド１２２ａ及び１２２ｂはそれぞれ、互いに対向する２つ
の側板（ここでは側板１２０ｃと１２０ｄ）に沿って延伸する。このような配置であって
も一対の直線状ロッド１２２ａ及び１２２ｂによって安定的に光拡散板１７０を保持し、
光源基板１４０と光拡散板１７０間の距離を維持することができる。また図７（Ｂ）に示
すように、スペーサ１２２は互いに対向するさらに別の一対の直線状ロッド１２２ｃ及び
１２２ｄ（第２の直線状ロッド１２２ｃ及び１２２ｄ）を有してもよい。一対の直線状ロ
ッド１２２ｃ及び１２２ｄは、他の一対の側板（ここでは側板１２０ａと１２０ｂ）にそ
れぞれ沿って延伸する。直線状ロッド１２２ｃ及び１２２ｄの延伸する方向と、一対の直
線状ロッド１２２ａ及び１２２ｂの延伸する方向が、直交するように配置することができ
る。
【００５１】
　あるいは図８に示すように、スペーサ１２２として、互いに分離した複数のパッド１２
２ｅを設けてもよい。少なくとも３つのパッド１２２ｅをリアベゼル１２０内に配置する
ことで、光拡散板１７０を保持することができる。これにより光源基板１４０と光学シー
ト間の距離を維持することができる。より安定的に光拡散板１７０を保持するため、４つ
以上のパッド１２２ｅを設けてもよい。この場合、４つのパッド１２２ｅが光拡散板１７
０の底板の角部に位置することが好ましい。５つ以上のパッド１２２ｅを設ける場合は、
そのうちの３つのパッド１２２ｅが並ぶ方向が、リアベゼル１２０の側板（図８では側板
１２０ｃ及び１２０ｄ）が延伸する方向と平行、あるいは実質的に平行となるように複数
のパッド１２２ｅを配列させることが好ましい。
【００５２】
（３）断面形状
　ＤＹ－ＤＺ平面におけるスペーサ１２２の断面形状は、四角形などの多角形に限られず
、例えば図９（Ａ）に示すように円でもよく、楕円でもよい。
【００５３】
　あるいは図９（Ｂ）に示すように、スペーサ１２２は断面視で階段形状を有していても
よい。図９（Ｂ）に示すスペーサ１２２には１つ、あるいは複数のステップ１２２ｆが形
成される。ステップ１２２ｆとは、底面と最上面の間に位置する面であり、光源基板１４
０の上面に平行な面（ＤＸ－ＤＹ平面）である。光拡散板１７０は、ステップ１２２ｆ上
に、ステップ１２２ｆと接するように配置される。ステップ１２２ｆを有するスペーサ１
２２は、リアベゼル１２０の底板の上面と接するように配置する。ステップ１２２ｆの高
さｔ2（すなわち、スペーサ１２２の底面からステップ１２２ｆまでの距離）と光源基板
１４０の厚さの差Δｔ2は、１ｍｍ以上３ｍｍ以下、あるいは１．５ｍｍ以上２．５ｍｍ
以下の範囲とする。またステップ１２２ｆを有するスペーサ１２２は、光源基板１４０と
重なるように配置してもよい（図９（Ｃ））。（図９（Ｃ）に示す構成では、ステップ１
２２ｆの高さｔ2、更にオーバーコート１４４を設ける場合には高さｔ2とオーバーコート
１４４の厚さの和、は、上述したΔｔ2の範囲と同等である。図示しないが、波長変換膜
１７２が光源基板１４０と光拡散板１７０の間に配置される場合には、ステップ１２２ｆ
と波長変換膜１７２が互いに接するように、波長変換膜１７２がスペーサ１２２上に配置
される。
【００５４】
　あるいは、スペーサ１２２は複数の層で構成されていてもよい。例えば図１０（Ａ）及
び図１０（Ｂ）それぞれに示すように、スペーサ１２２は第１の支持層１２２ｇ、及び第
１の支持層１２２ｇ上に位置し、第１の支持層１２２ｇと接する第２の支持層１２２ｈを
備えてもよい。第１の支持層１２２ｇと第２の支持層１２２ｈは互いに異なる材料を含ん
でもよい。第１の支持層１２２ｇは第１の材料として例えば金属を含み、第２の支持層１
２２ｈは第２の材料として例えば高分子材料を含んでもよい。第２の支持層１２２ｈは少
なくとも一方の面が接着性を有するように構成してもよい。スペーサ１２２が複数の支持
層で構成される場合、スペーサ１２２の厚さとは、当該複数の支持層の厚さの和である。
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【００５５】
（４）材料
　スペーサ１２２を構成する材料に制約はなく、例えばアルミニウムや銅、亜鉛、鉄、ス
テンレス、真鍮などの金属や合金でもよく、あるいは高分子材料でも良い。高分子材料と
しては、アクリル樹脂、エポキシ樹脂、ウレタン樹脂、シリコーン樹脂、フェノール樹脂
、ポリエチレンやポリプロピレンなどのポリオレフィン、ポリスチレン、ポリアクリロニ
トリル、ポリブタジエン、ポリイソプレン、ポリエチレンなどのポリエステル、ポリカル
ボナートなどが挙げられる。
【００５６】
　上述したように光源装置１１０では、複数の無機発光素子１４２が配置される光源基板
１４０及び光学シート（光拡散板１７０、プリズムシート１７４、偏光シート１７６等）
がリアベゼル１２０とフロントカバー１８０の間に収容され、互いに固定される。光源装
置１１０の上に液晶表示モジュール２００が配置され、表示装置１００を構成する。光源
装置１１０内ではスペーサ１２２が光拡散板１７０の下に配置され、光源基板１４０と光
学シートとの間に一定の間隔が保持される。従って、無機発光素子１４２から指向性の高
い光が出射されても、光源基板１４０と光拡散板１７０の間の空間で出射光が拡散する。
また、出射光がこの空間内で反射を繰り返すことで指向性がさらに低下する。その結果、
光拡散板１７０の底面において輝度の高い領域（ホットスポット）の局所的な発生が抑制
される。更に、光源基板１４０と光拡散板１７０の間の空間によって強度分布が低下した
光が光拡散板１７０によりさらに拡散し、均一な輝度で液晶表示モジュール２００へ光が
入射される。このため、表示領域２０６に対して均一な輝度の光が提供され、表示装置１
００は高品質な表示が可能となる。
【００５７】
　さらに本実施形態の表示装置１００では、光源として機能する無機発光素子１４２は、
平面視で表示領域２０６と重畳して配置することができる。光源を額縁領域に配置する構
成と比較すると、光を液晶表示モジュール２００側へ反射させるための反射板が不要とな
る。よって光源装置を構成する部品数を低減することができる。このことは表示装置の薄
型化に寄与する。さらに、額縁領域に光源を配置する必要がないため、額縁領域を小さく
し、表示装置１００全体に対する表示領域２０６の面積を大きくすることが可能となる。
このため、本実施形態を適用することで、デザイン性に優れた表示装置を提供することが
可能となる。
【００５８】
＜第２実施形態＞
　本実施形態では、第１実施形態の光源装置１１０と異なる構造を有する光源装置１１２
について説明する。第１実施形態で述べた構造と同一、あるいは類似する構造については
説明を割愛することがある。
【００５９】
　第２実施形態の光源装置１１２は、光学シート（光拡散板１７０又は波長変換膜１７２
）に凹部、貫通孔、切り欠き、又は溝が設けられ、スペーサ１２２の少なくとも一部が当
該凹部、貫通孔、切り欠き、又は溝内に位置する点で、第１実施形態の光源装置１１０と
異なる。具体的な構造を図１１（Ａ）乃至図１５（Ｂ）を用いて以下に説明する。
【００６０】
　図１１（Ａ）は光源装置１１２に含まれるリアベゼル１２０、スペーサ１２２、光源基
板１４０、光学シートのうち光拡散板１７０を展開した模式図であり、図１１（Ｂ）はリ
アベゼル１２０とスペーサ１２２の上面模式図である。図１１（Ａ）に示すように光源装
置１１２は、リアベゼル１２０内に配置されるスペーサ１２２として支持ピン１２２ｊを
有する。支持ピン１２２ｊの数に制約はないが、少なくとも３つ以上であればよく、４つ
以上が好ましい。４つの支持ピン１２２ｊを配置する場合、支持ピン１２２ｊはリアベゼ
ル１２０の４つのコーナーに設置することが好ましい。４つ以上の支持ピン１２２ｊを配
置する場合、パッド１２２ｅと同様、そのうちの３つが並ぶ方向がリアベゼル１２０の側
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板が延伸する方向と平行、あるいは実質的に平行となるように支持ピン１２２ｊを配列さ
せることが好ましい。なお他の光学シート、例えば波長変換膜が無機発光素子１４２に一
番近傍に配置される場合は、本実施形態の光拡散板１７０を波長変換膜１７２に置き換え
て読めばよい。
【００６１】
　支持ピン１２２ｊは、領域１４２ａと重ならないように配置される。換言すると、平面
視で、光源基板１４０の上面のうち複数の無機発光素子１４２と重なる領域１４２ａ（図
４（Ｂ）参照）が支持ピン１２２ｊと重畳しない（図１１（Ｂ））。
【００６２】
　一方、光拡散板１７０には支持ピン１２２ｊの位置に対応するように複数の貫通孔１７
０ａが設けられる（図１１（Ａ））。各支持ピン１２２ｊの少なくとも一部が対応する貫
通孔１７０ａ内に配置する。例えば図１２（Ａ）に示すように、各支持ピン１２２ｊは下
部１２２ｊ－１と上部１２２ｊ－２を有し、上部１２２ｊ－２が貫通孔１７０ａを貫通し
、下部１２２ｊ－１が貫通孔１７０ａを貫通しない。従って、上部１２２ｊ－２の断面（
光源基板１４０の上面に平行な断面）の面積は、下部１２２ｊ－１の面積よりも小さい。
【００６３】
　図１２（Ｂ）に図１１（Ｂ）の鎖線Ｂ－Ｂ´に沿った模式的断面図を示す。図１２（Ｂ
）に示すように、上部１２２ｊ－２は貫通孔１７０ａを貫通してもよい。また図示しない
が、上部１２２ｊ－２が貫通孔１７０ａを完全に貫通しなくてもよい。
【００６４】
　このような構成では、下部１２２ｊ－１の厚さ（第３方向ＤＺの長さ）ｔ3が光源基板
１４０と光拡散板１７０との離隔に寄与する。具体的には、支持ピン１２２ｊが光源基板
１４０と重ならない場合には、下部１２２ｊ－１の厚さｔ3と光源基板１４０の厚さの差
Δｔ3は、１ｍｍ以上３ｍｍ以下、あるいは１．５ｍｍ以上２．５ｍｍ以下の範囲とする
。厚さΔｔ3が光源基板１４０と光拡散板１７０との距離となる。一方、支持ピン１２２
ｊが光源基板１４０上に配置される場合には、下部１２２ｊ－１の厚さｔ3、更にオーバ
ーコート１４４上に支持ピンを配置する場合には厚さｔ3とオーバーコート１４４の厚さ
の和、が上述した範囲と同等である。
【００６５】
　あるいは図１２（Ｃ）に示すように、光拡散板１７０には貫通孔１７０ａに替わって凹
部１７０ｂを形成し、凹部１７０ｂ内に支持ピン１２２ｊの一部を収納してもよい。図１
２（Ｃ）に示す構成では、支持ピン１２２ｊが光源基板１４０と平面視で重ならない場合
には、支持ピン１２２ｊの凹部１７０ｂから露出した部分の長さＬと光源基板１４０の厚
さの差が、光源基板１４０と光拡散板１７０間の距離となる。一方、支持ピン１２２ｊが
光源基板１４０上に配置される場合には、長さＬ、更にオーバーコート１４４を配置する
場合には長さＬとオーバーコート１４４の厚さの和、が、上述した範囲とする。
【００６６】
　あるいは図１３（Ａ）に示すように、貫通孔１７０ａや凹部１７０ｂに替わって、光拡
散板１７０の角部に切り欠き１７０ｃを光拡散板１７０に形成してもよい。切り欠き１７
０ｃと支持ピン１２２ｊの一部は重畳して配置する。図１３（Ａ）の鎖線Ｃ－Ｃ´に沿っ
た断面の模式図（図１３（Ｂ））に示すように、支持ピン１２２ｊの上部１２２ｊ－２が
切り欠き１７０ｃと重なり、下部１２２ｊ－１の上面が光拡散板１７０の底面と接する。
【００６７】
　あるいは図１４（Ａ）に示すように、スペーサ１２２として一対のレール１２２ｋを設
けてもよい。一対のレール１２２ｋは互いに対向する側板（図１４（Ａ）に示した例では
側板１２０ｃ及び１２０ｄ）に沿うよう、これらの側板と平行に延伸させる。また一対の
レール１２２ｋは平面視で領域１４２ａを挟持するように配置される。一方、光拡散板１
７０には、一対のレール１２２ｋと対応する位置に一対の溝１７０ｄが設けられる（図１
４（Ｂ））。各レール１２２ｋは、少なくとも一部が溝１７０ｄに収容される。例えば図
１４（Ａ）の鎖線Ｄ－Ｄ´に沿った断面の模式図（１４（Ｃ））に示すように、各レール
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１２２ｋは、側板と平行に延伸し、溝１７０ｄの幅よりも小さい幅を有する上部１２２ｋ
－２、及び側板と平行に延伸し、溝１７０ｄの幅よりも大きい下部１２２ｋ－１を有する
。光拡散板１７０の底面は下部１２２ｋ－１の上面と接する。溝１７０ｄは光拡散板１７
０を貫通していてもよく、図示しないが光拡散板１７０を貫通しない有底溝でもよい。
【００６８】
　あるいは図１５（Ａ）に示すように、スペーサ１２２として一対のレール１２２ｋを設
ける場合、溝１７０ｄに替わって、光拡散板１７０の長辺又は短辺に沿った、即ち第１方
向ＤＸ又は第２方向ＤＹに沿った直線状の一対の切り欠き１７０ｅを形成してもよい。図
１５（Ａ）の鎖線Ｅ－Ｅ´に沿った断面の模式図（図１５（Ｂ））に示すように、一対の
切り欠き１７０ｅに挟まれる領域の長さＷは、一対のレール１２２ｋの上部１２２ｋ－２
間の距離よりも短く、下部１２２ｋ－１間の距離よりも長い。これにより、一対のレール
１２２ｋによって光源基板１４０と光拡散板１７０間の空間が保持される。
【００６９】
　図示しないが、スペーサ１２２として二対のレール１２２ｋを設けてもよい。この場合
、一対のレール１２２ｋが延伸する方向が他の一対のレール１２２ｋが延伸する方向と垂
直になるようにレール１２２ｋを配置することが好ましい。具体的には、スペーサ１２２
として、第１方向ＤＸに延伸する一対のレール１２２ｋ並びに第２方向ＤＹに沿った一対
のレール１２２ｋを設ければよい。光拡散板１７０には、二対のレール１２２ｋに対応す
る二対の溝１７０ｄ、あるいは二対の切り欠き１７０ｅが形成される。
【００７０】
　なお、波長変換膜１７２が光源基板１４０と光拡散板１７０の間に設けられる場合、貫
通孔１７０ａ、凹部１７０ｂ、切り欠き１７０ｃ、溝１７０ｄは波長変換膜１７２に形成
すればよい。
【００７１】
　本実施形態の光源装置１１２においても、支持ピン１２２ｊやレール１２２ｋを含むス
ペーサ１２２によって、無機発光素子１４２と光学シートを互いに離隔することができ、
また、無機発光素子１４２と光学シートの間の距離を一定に保つことができる。このため
、第１実施形態と同様の効果を奏する。
【００７２】
＜第３実施形態＞
　本実施形態では、光源装置１１０や１１２と異なる構造を有する光源装置１１４につい
て、図１６（Ａ）から図１８（Ｃ）を用いて説明する。第１及び第２実施形態で述べた構
造と同一、あるいは類似する構造については説明を割愛することがある。
【００７３】
　光源装置１１４では、光学シートが第１及び第２実施形態で述べたスペーサ１２２とし
ても同時に機能する点で、第１実施形態の光源装置１１０及び第２実施形態の光源装置１
１２と相違する。具体的な構成を図１６（Ａ）に示す。図１６（Ａ）では見やすさを考慮
し、光源基板１４０が光拡散板１７０の上に位置するように描かれている。従って図１６
（Ａ）では、無機発光素子１４２やオーバーコート１４４は光源基板１４０の下に位置す
る。図１６（Ａ）に示すように、光源装置１１４の光拡散板１７０は、凹部１７０ｆを有
する。凹部１７０ｆは、光源基板１４０の上面のうち複数の無機発光素子１４２と重なる
領域である、領域１４２ａの全体と重なる。換言すると、光拡散板１７０は、光源基板１
４０の上面と平行な面において閉じた形状を有する側板１７０ｇを有する。側板１７０ｇ
に囲まれた領域１７０ｈが凹部１７０ｆの底板として機能し、領域１４２ａの全体と重な
る。底板は側板１７０ｇと一体化されている。
【００７４】
　図１７（Ａ）に光源装置１１４が有するリアベゼル１２０、光源基板１４０、及び光拡
散板１７０が展開された状態を、図１７（Ｂ）にこれらの模式的上面図を、図１７（Ｂ）
の鎖線Ｄ－Ｄ´に沿った断面の模式図を図１８（Ａ）に示す。図１７（Ａ）、図１７（Ｂ
）及び図１８（Ａ）に示すように、光拡散板１７０の凹部１７０ｆの開口側がリアベゼル
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１２０側に位置する。光源基板１４０、及びその上に設けられる無機発光素子１４２は、
リアベゼル１２０と光拡散板１７０の間に位置し、凹部１７０ｆが領域１４２ａを覆う。
図１８（Ａ）に示すように、光拡散板１７０の側板１７０ｇはリアベゼル１２０と接し、
凹部１７０ｆの底板は光源基板１４０から離隔する。従って側板１７０ｇが光源装置１１
０や１１２のスペーサ１２２としても機能する。
【００７５】
　側板１７０ｇの高さｈ1（すなわち、側板１７０ｇの厚さと底板の厚さの差）と光源基
板１４０の厚さの差ｈ2が、光源基板１４０と光学シート間の距離ＧＰに相当する。差ｈ2

は１ｍｍ以上３ｍｍ以下、又は１．５ｍｍ以上２．５ｍｍ以下、光拡散板１７０の底板の
厚さが０．５ｍｍ以上２ｍｍ以下、又は０．７５ｍｍ以上１．５ｍｍ以下が好ましい。
【００７６】
　あるいは図１８（Ｂ）に示すように、側板１７０ｇは光源基板１４０と平面視で重なる
ように配置してもよい。この場合、側板１７０ｇと光源基板１４０、あるいは側板１７０
ｇとオーバーコート１４４が互いに接し、底板は領域１４２ａの全体を覆う。側板１７０
ｇの高さｈ1、更にオーバーコート１４４を設ける場合にはオーバーコート１４４の厚さ
と側板１７０ｇの高さｈ1の和、は、１ｍｍ以上３ｍｍ以下、あるいは１．５ｍｍ以上２
．５ｍｍ以下とする。なお、波長変換膜１７２を光源基板１４０と光拡散板１７０の間に
配置する場合、光拡散板１７０に凹部１７０ｆを設けず、波長変換膜１７２に凹部を形成
すればよい（図１８（Ｃ））。この場合も、波長変換膜１７２の凹部は、領域１４２ａの
全体を覆う。
【００７７】
　光拡散板１７０の側板１７０ｇは、光源基板１４０の上面と平行な面において閉じた形
状を必ずしも有する必要は無い。例えば図１６（Ｂ）に示すように、光拡散板１７０の端
部のうち互いに対向する端部は、光源基板１４０の方向へ屈曲してもよい。光拡散板１７
０は、互いに分離した一対の側板１７０ｇ、及び、側板１７０ｇの間に位置する平坦部１
７０ｊを有してもよい。一対の側板１７０ｇは、光拡散板１７０の長辺に沿って、即ち第
１方向ＤＸに沿って配置されていてもよく（図１６（Ｂ））、短辺に沿って、即ち第２方
向ＤＹに沿って配置されていてもよい（図１６（Ｃ））。図１６（Ｂ）及び（Ｃ）に示す
場合でも、平坦部１７０ｊが領域１４２ａの全体を覆う。図示しないが、光源基板１４０
と光拡散板１７０の間に波長変換膜１７２を配置し、波長変換膜１７２が上述した光拡散
板１７０と同様の構造を有していてもよい。
【００７８】
　本実施形態に示した光源装置１１４では、側板１７０ｇが光源基板１４０と光学シート
の間隔を保持するスペーサ１２２として機能する。従って、光拡散板１７０のうち光拡散
を主に担う部分（例えば底板や平坦部１７０ｊ）と光源基板１４０を互いに離隔すること
ができる。このため、第１実施形態と同様の効果を奏する。
【００７９】
　なお本実施形態では、光拡散板又は波長変換膜を屈曲させる例について述べたが、これ
に限定されない。光拡散板又は波長変換膜に代えて、光学シートのうち無機発光素子１４
２に一番近傍のものを屈曲させてもよい。
【００８０】
　本発明の実施形態として上述した各実施形態は、相互に矛盾しない限りにおいて、適宜
組み合わせて実施することができる。また、各実施形態の表示装置を基にして、当業者が
適宜構成要素の追加、削除もしくは設計変更を行ったもの、または、工程の追加、省略も
しくは条件変更を行ったものも、本発明の要旨を備えている限り、本発明の範囲に含まれ
る。
【００８１】
　上述した各実施形態の態様によりもたらされる作用効果とは異なる他の作用効果であっ
ても、本明細書の記載から明らかなもの、または、当業者において容易に予測し得るもの
については、当然に本発明によりもたらされるものと解される。
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【００８２】
　本明細書にて開示した構成から得られる表示装置の一例を以下に付記する。
【００８３】
　（１）収納体と、
　前記収納体上に位置し、前記収納体内に収容される光源基板と、
　前記光源基板上の複数の無機発光素子と、
　前記複数の無機発光素子上に位置し、前記収納体内に収容され、前記光源基板から離隔
する光学シートと、及び
　前記収納体内に収容され、前記光学シートの底面と接するスペーサと、
　を備え、
　前記光源基板の上面のうち前記複数の無機発光素子と重なる領域は、前記スペーサと重
畳しない、光源装置。
【００８４】
　（２）前記スペーサは前記光源基板を囲む、（１）に記載の光源装置。
【００８５】
　（３）前記スペーサは前記複数の無機発光素子を囲む、（１）に記載の光源装置。
【００８６】
　（４）前記スペーサは前記光源基板と平面視で重なる、（１）に記載の光源装置。
【００８７】
　（５）前記複数の無機発光素子を覆い、前記光源基板と接するオーバーコートをさらに
有し、
　前記スペーサは前記オーバーコートと接する、（１）に記載の光源装置。
【００８８】
　（６）前記スペーサは前記収納体の側板と接する、（１）に記載の光源装置。
【００８９】
　（７）前記収納体は、互いに対向する第１の側板及び第２の側板を有し、
　一対の前記スペーサは、前記第１の側板及び第２の側板それぞれに沿って延伸する、（
１）に記載の光源装置。
【００９０】
　（８）前記収納体は、互いに対向する第３の側板と第４の側板を有し、
　別の一対の前記スペーサは、前記第３の側板及び第４の側板それぞれに沿って延伸し、
　前記一対のスペーサが延伸する方向と前記別の一対のスペーサが延伸する方向が直交す
る、（７）に記載の光源装置。
【００９１】
　（９）少なくとも３つの前記スペーサを有する、（１）に記載の光源装置。
【００９２】
　（１０）前記スペーサは、前記光学シートと接するステップを有する、（１）に記載の
光源装置。
【００９３】
　（１１）前記スペーサは、
　　第１の支持層と、及び
　　前記第１の支持層上に位置し、前記第１の支持層と接する第２の支持層と、
　　を有し、
　前記第１の支持層及び前記第２の支持層はそれぞれ、互いに異なる第１の材料及び第２
の材料を含む、（１）に記載の光源装置。
【００９４】
　（１２）前記スペーサは下部及び上部を有し、
　前記光学シートは複数の凹部又は複数の貫通孔を備え、
　前記スペーサの上部は、複数の貫通孔のそれぞれの前記凹部又は前記貫通孔内に位置す
る、（１）に記載の光源装置。
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【００９５】
　（１３）前記収納体は、互いに対向する第１の側板及び第２の側板を有し、
　一対の前記スペーサは、前記第１の側板及び第２の側板にそれぞれに沿って延伸し、
　前記光学シートは一対の溝を有し、
　前記一対のスペーサはそれぞれ、対応する前記溝内に少なくとも一部が位置する、（１
）に記載の光源装置。
【００９６】
　（１４）収納体と、
　前記収納体上に位置し、前記収納体内に収容される光源基板と、
　前記光源基板上の複数の無機発光素子と、及び
　前記複数の無機発光素子上に位置し、前記収納体内に収容される光学シートと、
　を備え、
　前記光学シートは、前記複数の無機発光素子と重なる平坦部、及び前記平坦部を挟む一
対の側板を有し、
　前記一対の側板は前記光源基板の方向へ屈曲している、光源装置。
【００９７】
　（１５）前記一対の側板は前記収納体と接する、（１４）に記載の光源装置。
【００９８】
　（１６）前記一対の側板は前記光源基板と重なる、（１４）に記載の光源装置。
【００９９】
　（１７）収納体と、
　前記収納体上に位置し、前記収納体内に収容される光源基板と、
　前記光源基板上の複数の無機発光素子と、及び
　前記複数の無機発光素子上に位置し、前記収納体内に収容される光学シートと
　を備え、
　前記光学シートは、前記複数の無機発光素子と重なる凹部と、前記凹部を囲む側板を有
する、光源装置。
【０１００】
　（１８）前記側板は前記収納体と接する、（１７）に記載の光源装置。
【０１０１】
　（１９）前記光源基板は前記光学シートの前記凹部に収容される、（１７）に記載の光
源装置。
【０１０２】
　（Ａ１）光源装置と、及び前記光源装置上の液晶表示モジュールとを備え
　前記光源装置は、
　収納体と、
　前記収納体上に位置し、前記収納体内に収容される光源基板と、
　前記光源基板上の複数の無機発光素子と、
　前記複数の無機発光素子上に位置し、前記収納体内に収容され、前記光源基板から離隔
する光学シートと、及び
　前記収納体内に収容され、前記光学シートの底面と接するスペーサと、
　を備え、
　前記光源基板の上面のうち前記複数の無機発光素子と重なる領域は、前記スペーサと重
畳しない、表示装置。
【０１０３】
　（Ａ２）前記スペーサは前記光源基板を囲む、（Ａ１）に記載の表示装置。
【０１０４】
　（Ａ３）前記スペーサは前記複数の無機発光素子を囲む、（Ａ１）に記載の表示装置。
【０１０５】
　（Ａ４）前記スペーサは前記光源基板と平面視で重なる、（Ａ１）に記載の表示装置。
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【０１０６】
　（Ａ５）前記複数の無機発光素子を覆い、前記光源基板と接するオーバーコートをさら
に有し、
　前記スペーサは前記オーバーコートと接する、（Ａ１）に記載の表示装置。
【０１０７】
　（Ａ６）前記スペーサは前記収納体の側板と接する、（Ａ１）に記載の表示装置。
【０１０８】
　（Ａ７）前記収納体は、互いに対向する第１の側板及び第２の側板を有し、
　一対の前記スペーサは、前記第１の側板及び第２の側板それぞれに沿って延伸する、（
Ａ１）に記載の表示装置。
【０１０９】
　（Ａ８）前記収納体は、互いに対向する第３の側板と第４の側板を有し、
　別の一対の前記スペーサは、前記第３の側板及び第４の側板それぞれに沿って延伸し、
　前記一対のスペーサが延伸する方向と前記別の一対のスペーサが延伸する方向が直交す
る、（Ａ７）に記載の表示装置。
【０１１０】
　（Ａ９）少なくとも３つの前記スペーサを有する、（Ａ１）に記載の表示装置。
【０１１１】
　（Ａ１０）前記スペーサは、前記光学シートと接するステップを有する、（Ａ１）に記
載の表示装置。
【０１１２】
　（Ａ１１）前記スペーサは、
　　第１の支持層と、及び
　　前記第１の支持層上に位置し、前記第１の支持層と接する第２の支持層と、
　　を有し、
　前記第１の支持層及び前記第２の支持層はそれぞれ、互いに異なる第１の材料及び第２
の材料を含む、（Ａ１）に記載の表示装置。
【０１１３】
　（Ａ１２）前記スペーサは下部及び上部を有し、
　前記光学シートは複数の凹部又は複数の貫通孔を備え、
　前記スペーサの上部は、複数の貫通孔のそれぞれの前記凹部又は前記貫通孔内に位置す
る、（Ａ１）に記載の表示装置。
【０１１４】
　（Ａ１３）前記収納体は、互いに対向する第１の側板及び第２の側板を有し、
　一対の前記スペーサは、前記第１の側板及び第２の側板にそれぞれに沿って延伸し、
　前記光学シートは一対の溝を有し、
　前記一対のスペーサはそれぞれ、対応する前記溝内に少なくとも一部が位置する、（Ａ
１）に記載の表示装置。
【０１１５】
　（Ａ１４）光源装置と、及び前記光源装置上の液晶表示モジュールとを備え
　前記光源装置は、
　収納体と、
　前記収納体上に位置し、前記収納体内に収容される光源基板と、
　前記光源基板上の複数の無機発光素子と、及び
　前記複数の無機発光素子上に位置し、前記収納体内に収容される光学シートと、
　を備え、
　前記光学シートは、前記複数の無機発光素子と重なる平坦部、及び前記平坦部を挟む一
対の側板を有し、
　前記一対の側板は前記光源基板の方向へ屈曲している、表示装置。
【０１１６】
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　（Ａ１５）前記一対の側板は前記収納体と接する、（Ａ１４）に記載の表示装置。
【０１１７】
　（Ａ１６）前記一対の側板は前記光源基板と重なる、（Ａ１４）に記載の表示装置。
【０１１８】
　（Ａ１７）光源装置と、及び前記光源装置上の液晶表示モジュールとを備え
　前記光源装置は、
　収納体と、
　前記収納体上に位置し、前記収納体内に収容される光源基板と、
　前記光源基板上の複数の無機発光素子と、及び
　前記複数の無機発光素子上に位置し、前記収納体内に収容される光学シートと
　を備え、
　前記光学シートは、前記複数の無機発光素子と重なる凹部と、前記凹部を囲む側板を有
する、表示装置。
【０１１９】
　（Ａ１８）前記側板は前記収納体と接する、（Ａ１７）に記載の表示装置。
【０１２０】
　（Ａ１９）前記光源基板は前記光学シートの前記凹部に収容される、（Ａ１７）に記載
の表示装置。
【符号の説明】
【０１２１】
　１００：表示装置、１１０：光源装置、１１２：光源装置、１１４：光源装置、１２０
：リアベゼル、１２０ａ：側板、１２０ｂ：側板、１２０ｃ：側板、１２０ｄ：側板、１
２０ｅ：開口、１２２：スペーサ、１２２ａ：第１の直線状ロッド、１２２ｂ：第１の直
線状ロッド、１２２ｃ：第２の直線状ロッド、１２２ｄ：第２の直線状ロッド、１２２ｅ
：パッド、１２２ｆ：ステップ、１２２ｇ：第１の支持層、１２２ｈ：第２の支持層、１
２２ｊ：支持ピン、１２２ｊ－１：下部、１２２ｊ－２：上部、１２２ｋ：レール、１２
２ｋ－１：下部、１２２ｋ－２：上部、１３０：領域、１４０：光源基板、１４２：無機
発光素子、１４２ａ：領域、１４４：オーバーコート、１７０：光拡散板、１７０ａ：貫
通孔、１７０ｂ：凹部、１７０ｃ：切り欠き、１７０ｄ：溝、１７０ｅ：切り欠き、１７
０ｆ：凹部、１７０ｇ：側板、１７０ｈ：領域、１７０ｊ：平坦部、１７２：波長変換膜
、１７４：プリズムシート、１７６：偏光シート、１８０：フロントカバー、２００：液
晶表示モジュール、２０２：第１基板、２０４：画素、２０６：表示領域、２０８：走査
線駆動回路、２１０：信号線駆動回路、２１２：端子、２１４：第２基板、２１６：偏光
板、２１８：偏光板、２２０：タッチセンサ、２２２：第１タッチ電極、２２４：第２タ
ッチ電極
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